
                                 

 

 

２ ０ １ ８ 年 ６ 月 ２ ０ 日 
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林業従事者の安否確認・事故検知に関する実証実験を開始 
～ＬＰＷＡと衛星通信を活用し、携帯電話ネットワーク圏外エリアでの安全性向上をめざす～ 

 

住友林業株式会社（以下、住友林業）と株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）は、２０１８年４月１９日（木）に

行った林業従事者の安否確認・事故検知に関する実証実験（以下、本実験）にて、ＬＰＷＡ※１と衛星回線を

活用し、携帯電話ネットワーク圏外エリアでの緊急通信が可能となることを確認しました。今年度内に   

安否確認・事故検知ソリューションの実証実験を継続的に実施し、２０１９年度中の実用化をめざします。 

 

住友林業は日本国内で４７，９７７ヘクタールの社有林を管理・運営しており、山間部での労働環境改善

に注力しています。機械化の推進をはじめ、労災防止教育や、環境教育、救命救急分野など専門家による

講習会の開催、現地での安全指導などを積極的に行っています。 

一方、林業従事者は携帯電話ネットワーク圏外エリアでの作業が多いため、万が一事故が発生した場合、

近くに作業者がおらず事故に気付かない、救急を要請するために時間がかかるなどの課題が残されて  

いました。 

 これらの課題に対し、ドコモが持つ最新の情報通信技術・ＩｏＴ技術と住友林業の社有林やこれまでの  

経験を活用し、実証実験を開始しています。この取り組みを通じ業界全体の労働安全性向上に尽力して 

まいります。 

 

ＬＰＷＡは省電力で長距離通信を実現でき、ＩｏＴに最適な無線技術として幅広い業界で関心が高まって

います。ＬＰＷＡの子機は、バッテリー駆動が長時間可能で、数キロメートル離れた場所との通信が    

できます。これまではＬｏＲａＷＡＮTM※2 をはじめとしたＬＰＷＡの親機となる受信機は、３Ｇ／４Ｇの携帯回線

と接続することを前提としていることが多く、携帯電話ネットワーク圏外エリアではＬＰＷＡの利用ができま 

せんでした。 

 

本実験では、携帯電話回線が利用できない山中でもＬＰＷＡと衛星回線を組み合わせたシステムを構築

することができました。省電力のＬＰＷＡ送信子機を作業者が保有し、そこで得た情報を親機のＬＰＷＡ   

受信機が代表して衛星回線へと接続する方式をとることで、携帯電話ネットワーク圏外エリアでも衛星電話

を作業者が持つことなく緊急通信が可能となりました。 

 

今後住友林業の社有林での様々な地形条件で実証実験を行い、システムとしての信頼性を向上させ、

社有林内外の林業現場での実用化をめざします。その後、住友林業とドコモは林業分野に限らず     

土木工事現場や一般の登山客の利用も視野に入れ、山間部での携帯電話ネットワーク圏外エリアに   

向けた新しいサービスの提供を検討していきます。 

 

トピックス 

http://sfc.jp/


住友林業とドコモとは、林業従事者が安全で健康に働くことができる職場環境づくりをめざすとともに、        

サステナブルな社会の実現に向け、社会的課題の解決に取り組みます。このような社会の実現に向けて、

自治体や地域住民の声に耳を傾け、本実験を通じＩｏＴソリューションの先駆けとなるべく、より安全で使い

やすいサービスの開発と実用化をめざしていきます。 

 

※１ Ｌｏｗ Ｐｏｗｅｒ Ｗｉｄｅ Ａｒｅａの略、省電力広域無線通信技術 

※２ ＬＰＷＡの一種で、ＬｏＲａ Ａｌｌｉａｎｃｅが定めた無線ネットワーク規格の名称 

＊「ＬｏＲａＷＡＮ」はＳｅｍｔｅｃｈ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎの商標です。 

 

 

 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

住 友 林 業 株 式 会 社 

コーポレート・コミュニケーション部  

ＴＥＬ：０３－３２１４－２２７０ 

株式会社ＮＴＴドコモ 

イノベーション統括部 事業創出・投資担当 

ＴＥＬ：０３－５１５６－３６５３ 

第一法人営業部 第三営業 第一担当 

ＴＥＬ：０３－５１５６－２１６１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



本実験の概要 

  

 

１．実験概要 

実施日：２０１８年４月１９日（木） 

実験場所：住友林業の和歌山県内の社有林の実作業環境 

実験の目的：  ―山林におけるＬＰＷＡの電波到達距離や森林や地形による影響を評価 

―ＬＰＷＡ子機で得た情報に関して、衛星回線経由におけるアップロード可否を評価 

 

２．実験方法 

ＬＰＷＡの方式としてＬｏＲａＷＡＮと、ソニーのＬＰＷＡの２種類を用いて検証。ＧＰＳ受信可能なそれぞれ 

の方式のＬＰＷＡ子機を山林内で移動させ、それらの位置情報をＬＰＷＡ親機（受信機）が受信して、    

衛星回線経由でクラウドサーバへとアップロードする構成。子機の移動範囲は、林業従事者が実際に作業

する場所を含む林道や山中、尾根、谷部分で計測。 

 

３．実験結果 

ＬｏＲａＷＡＮおよびソニーのＬＰＷＡにおいて、山林でも４キロメートル以上の距離で通信が可能であり、 

木などの障害物への耐性が強いことを確認しました。 

また、ＬＰＷＡ受信機を衛星回線経由でインターネットと接続し、携帯電話ネットワーク圏外エリアに   

おいても、リアルタイムにＬＰＷＡ子機の位置情報を遠隔で確認することができました。 

 

これらの結果から、将来、ＬＰＷＡ子機に緊急通信ボタンによる通知のほか、転倒などの検知を行う   

センサーを実装することで、山林でも自動で緊急通信が可能となるネットワーク環境の構築にめどが立ち 

ました。 

 

本実験に用いたＬＰＷＡ機器は、３９Ｍｅｉｓｔｅｒ（サンキューマイスター）※３およびソニーセミコンダクタ   

ソリューションズ株式会社の協力を得て実施しました。またＬＰＷＡの親機となる受信機の設営は、     

日本アンテナ株式会社の協力を得て実施しました。 

 

本実験結果をもとに今後さまざまな観点から評価を行い２０１８年度も引続き実証実験を重ね、ＬＰＷＡを

活用した林業従事者の安全確認や事故検知の実用化をめざします。今後は事故を検知するための    

データ解析や林業従事者が利用するデバイス開発などを検討していきます。また、山岳遭難者の     

位置特定・事故検知など林業以外の業種への応用可能性を検討していきます。 

 ※３ ドコモと株式会社ハタプロとのジョイントベンチャー事業 

 

 

 

 

 

別紙 



４．各社の主な役割 

 役割 

住友林業 
住友林業の保有する社有林などの実験場所や、林業の実作業を模擬したシナリオを提供。 

本実証実験を通じ、ＬＰＷＡを活用した事故検知手法の実用性評価を行う。 

ドコモ 
ＬＰＷＡ通信機器および衛星端末、衛星回線の提供や、無線通信に関する解析技術を提供す

る。 

 

 

５．実証実験の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本実験フィールドとＬＰＷＡ親機（受信機）の写真         本実験で利用したＬＰＷＡ子機 

                                        （左：ソニーのＬＰＷＡ、右：ＬｏＲａＷＡＮ）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本実験で利用した衛星端末                  ＬＰＷＡ子機の位置情報確認画面イメージ 

 

 


